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はしがき

心臓疾患は我が国における死亡原因の上位を占めており、疾患構造の欧米化

に伴ってその早期発見や対策はきわめて重要になっている。とりわけ高齢者の

増加は、医療におけるきわめて重要な課題となっている。このうち、大多数を

占めるものは虚血性心疾患であり、また高血圧、糖尿病、高脂血症などに関連

する心疾患である。放射線科学・核医学の領域において、心筋に関連した血流、

代謝、機能の評価は、現在の医学の中できわめて重要な位置を占めており、早

期診断から治療効果判定、予後評価に至るまで、核医学技術を抜きにして語る

ことはできない。心筋標準の必要性は以前より気づかれてはいたが、施設によ

り異なる正常値や算出方法を統一する手段がなかった。この研究の主たる目的

は、Single-photonemissioncomputedtomogaphy(SPECT)のデータをもとに、日本

人の心機能の機能的スタンダーFを作成し、特に高齢者を含む心機能標準を提

供することである。
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研究成果

日本人における心機能の標準化にむけて次の成果を得た。

1）日本核医学会の作業部会としての活動

本研究を遂行するために多施設研究が企画されていたが、本研究の初年度に

日本核医学会として2年間の作業部会「日本人における心筋SPECTデータの標

準化」を組織した。日本医科大学、国立循環器病センター、慶応義塾大学、北

海道大学、金沢大学、虎の門病院、東邦大学の協力の下に心筋標準データの収

集を行った。この過程で、各施設の倫理委員会や臨床研究指針に適合させた。

その後、統合ワークステンションのデータフォーマットに変換し転送した。な

お、1年目の中間報告を添付資料とした。

同時に標準作成後のソフトウェア作成に関連して、国際的にも最も用いられ

ている心筋SPECTソフトウェアの開発者である、GuidoGermano氏(QGS/QPSソ

フトウェア、米国CedarsSinaiMedicalCenter),ErnestV.Garcia氏(Emory

CardiacToolboxソフトウェア、米国Emory大学）の協力も得て、多機種にて利用

できる環境を整えた。

核医学会としては平成17年(2005年)11月一平成19年(2007年)10月までの

研究計画で心筋血流、心筋脂肪酸代謝イメージング(I-123BMIPP)、心筋交感

神経イメージング(I-123MIBG)のSPECT標準を作成するが、本報告書作成の4

月現在で、心筋血流の標準作成までを終了している。研究成果は、学会作業部

会報告としても公表される。

2）’－123トレーサによる心臓検査の標準化

本研究はI-123トレーサを利用する心筋検査が、収集条件に影響されて、正確

な定量の妨げとなっている点を克服するために施行した。I-123放射性医薬品用

の胸部・心筋ファントムを試作し、評価実験を行った。この標準ファントムを

用いて、データ収集を行い、異なるカメラ・コリメータにてその標準化の検討



を行った。複数のエネルギーウインドウを同時に開いてデータ収集を行う方法

が、実現可能な方法として選択された。この方法を適用することにより、異な

る施設間でデータを相互比較することができるようになり、国内および国際的

な共同研究のための基盤とすることができる。

3）進行中の多施設研究データに基づく本研究での解析

心筋gatedSPECTによる予後研究J-ACCESS(西村恒彦主任研究者）のデータ

は日本で初めての心臓核医学に関する大規模調査研究であった。3年間経過観

察を通して、その臨床情報、心筋gatedSPECT検査結果、検査結果等の情報が、

膨大な資料として記録されている。そこで登録された日本人4670人の中から正

常に近い低リスク群268人を抽出し、このデータをもとに駆出分画、容積等の

日本人標準を作成した。有意の男女差と、年齢による差が認められ、高齢者で

は年齢に併せた標準を用いる必要があることも示された。従って、本課題研究

で進められている、高齢者を対象とした標準の重要性を指示する結果となった。

4）今後の課題

心臓核医学に心機能に関する標準はすべての機能検査の基礎となる重要な観

点でありながら研究がなされてこなかった。本研究において、その基礎が確立

されつつあるが、さらに標準的心機能解析ソフトウェアに、標準比較および解

析機能を搭載し、その診断精度を改善させることはきわめて重要である。一方

では、SPECT、PETを中心とする技術開発はめざましいものがあり、冠動脈造

影との融合、代謝画像を含めた総合的評価、散乱・減弱・分解能補正を含めた

絶対値としての心機能評価の改善、新トレーサでの機能解析などが上げられる。

それゆえに、これらの新技術に対応して、機能的標準も改訂され、より信頼で

きる技術を提供できるようになる必要がある。本研究は、多施設を含めたこの

ような研究に対応できる様々な基礎技術や多施設検討の方法論を準備できたと

いう意味においても、有益であった。
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Quantificationofl-123MIBGuptakebytriple-energywindowanddual-window

methodsindependentofcollimatOrselection

KenichiNakajima',NobutokuMotomura2,KosukeMatsubara3,Takehirolshikawa4,

RyoMaeda4,JunichiTaki',TakatoshiMichigishi'andNorihisaTonami&

'NuclearMedicine,KanazawaUniversityHospital,Kanazawa,Ishikawa,Japan;2

ToshibaMedicalSystems,Tochigi,Japan;3RadiologicalTechnology,Kanazawa

UniversityHospital,Kanazawa,Japan;4DaiichiRadioisotopeLab.,Tokyo,Japan

No.1081

OUectives:QuantifIcationofl-123MIBGuptakeissignificantlyinfluencedby

collimatorchoice.ThepurposeofthisphantomStudyistoovercomedifferencesinthe

collimatorchoicebymulti-windowcorrectionmethodswithl-123dualwindow(IDW)

andtriple-energywindow(TEW)methods.

Methods:Tosimulatel-123MIBGuptakeintheheart(H),mediastinum(M),lungand

liver,blockmodelsconsistedofrectangularbottlesandacrylicplates(9.7mm/plate)

weremade.Ablocksizeis58x58x90mmor84x35x90nnn,andl5tol8blocksand3

acrylicplateswerecombinedtomakevariousattenuationandscatterconditions・Five

energy-windowdataweresimultaneouslyobtainedandcombinedtomakethree

correctionmethods・ThetrueH/Mcoumratio,ffoml.lto4.2,wasmathematically

calculatedinthesemodels・TheTEWmethodusedthemainl-123windowandupper

(176-186keV)andlower(132-142keV)subwindows.ThelDWmethodusedaenergy

windowonthehigh-energysidetoestimatetheamountofscattered529keVphotons,in

whichawideupperwindow(176-294keV,IDWl)andastandardupperwindow

(176-208keV,IDW2)wereexamined.Thelow-energyhighresolution(LEHR)and

medium-energy(ME)collimatOrswereused.



Results:Basedonthreeexperimentalstudies(16J2andl8models,respectively),the

H/Mratiowassignificamlyunderestimatedwithomcorrection(NC),particularlywith

I,EHRcollimator.TheH/MratiosmeasuredwithMEcollimatorwerealso

underestimatedcomparedwiththetheoreticalvalue・TheratiosofthecalculatedH/M

valuestothetrueH/MvalueareshownintheTable.WhentheH/MwithLEHR

collimatorwasdividedbyuncorrectedH/MwithMEcollimator,theratioswere

O､95+/-0.03,1.00+/-0.05,1.01+/-0.06and0.78+/-0.05fbrlDW1,IDW2,TEWandNC

data,respectively.

Conclusions:ComparedwiththetheoreticalH/Mratio,themeasuredH/MwithME

collimatorafterTEWcolTectionwasthemostaccuratemethod.However,H/Mratios

withLEHRcollimatorcorrectedbylDWorTEWmethodscouldprovidecomparable

H/MratiostotheuncorrectedMEdata.
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2007/2/24

第64回中部地方会

複数エネルギーウインドウ法によるI-123核種心集積の補正

金沢大学バイオトレーサ中嶋憲一、奥田光一、NasimaAkhter、滝淳一、

絹谷清剛

金沢大学放射線部松原孝祐

東芝メディカルシステムズ本村信篤

第一ラジオアイソトープ研究所石川丈洋、前田遼

I-123標識製剤を用いた検査を行う場合、コリメータの違いにより、その定量値

は影響を受ける。そこで、MIBGによる検査を想定して、ファントムを作成し、

定量値を補正できるか否かを検討した。真の値は数学的に計算し減衰を補正し

た。9つのブロックモデルおよび､4種類の標準化用胸部ファントムを試作した。

．1ノメータは、低中エネルギー高分解能(LMEHR)、低エネルギー高分解能

(LEHR)、中エネルギー(ME)を用いた。補正法としては、3エネルギーおよ

KRI-123用2エネルギーウインドウ法(TEWIDW)を用い、5つのエネルギー幅を

同時収集して補正した。その結果､各補正法ともに真値を過小評価するものの、

LEHRに補正を用いることによりMEコリメータと同等の定量値を得ることが

できることが示された。


